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	ダイアジノンAA粒剤１０
	■種 類 名：ダイアジノン粒剤
	■有効成分：ダイアジノン 10.0%
	■化管法指定物質：ダイアジノン［第１種］ 10.0%
	■登録番号：第20304号（日本化薬登録）
	■毒    性：医薬用外劇物
	■登録初年：1999.12.27
	■性    状：類白色細粒
	■有効年限：4年
	■包    装：3kg×6袋
	【特長】
	 は種時、移植時の土壌処理でタネバエ、ネキリムシ類に効果を示す有機リン系殺虫剤ダイアジノンの高濃度粒剤。
	 処理量が少なく省力的でかつ低コストである。
	 大豆の無人ヘリコプター散布で使用可能。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】
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